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安心長寿 特集

　
お
た
す
け
隊
の
最
大
の
特
徴
は
市
民
と
市

民
が
支
え
あ
う
「
地
域
力
」
を
生
か
し
た
支

援
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

　
生
活
に
手
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
と
、

「
プ
ロ
の
人
が
家
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
も
う
安
心
」
と
、
安
心
す
る
反
面
、
地
域

で
の
助
け
合
い
の
関
係
性
が
失
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
お
茶
飲
み

会
も
、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
る
か

ら
・・・
」と
顔
を
出
さ
な
く
な
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
人
を
地
域
か
ら
孤

立
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
お
た
す
け
隊
は
住
み
慣
れ
た
地
域
の
人

が
、
そ
の
地
域
の
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
、
で
き
る
範
囲
で
支
え
る
活
動
な
の
で
、

地
域
の
中
の
課
題
を
解
決
で
き
、
高
齢
者
が

孤
立
す
る
こ
と
も
防
い
で
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
た
す
け
隊
の
活
動
は
、
新
た
に

作
り
出
さ
れ
た
活
動
で
は
な
く
、
元
々
あ
る

地
域
の
力
を
活
動
と
し
て
明
確
化
し
た
も
の

な
の
で
、
多
く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域包括支援センター
で申し込み基本情報の聞き取り

利用内容確認
おたすけ隊紹介

利用開始

契約書の締結
計画書作成

韮崎市社会福祉協議会
生活支援コーディネーター

小　林　　　翔

い
ざ
、お
た
す
け
隊
！

「
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
！
」

おたすけ隊利用の流れ

 

お
た
す
け
隊
の
魅
力

特集
　

お
た
す
け
隊
と
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
生
活
の
中
で
感
じ
る

「
小
さ
な
困
り
事
」
に
対
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す
支
援
者
（
お
た
す
け
隊

員
）
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
、
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
で
す
。

　
利
用
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
寿
介
護
課
）
へ
の
申
し
込
み

が
必
要
で
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
高
齢
者
の
自
立
度
調
べ
）
に
当
て

は
ま
る
方
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
利
用
者
の
困
り
事
に
対
す
る
支
援
計
画
を

立
案
し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
そ
の
人
に
合
っ
た
支
援
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
お
た
す
け
隊
員
は
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ
る
登
録
研
修
を

受
講
し
た
、
地
域
で
生
活
を
し
て
い
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
一
人
暮
ら
し
・
高

齢
者
世
帯
等
）
で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
に
該

当
す
る
方

■
利
用
回
数　
原
則
週
１
回　
　

■
利
用
時
間　
１
日
60
分
ま
で

■
利
用
料
金　
30
分
50
円
、
60
分
１
０
０
円

■
支
援
内
容　
掃
除
・
ゴ
ミ
出
し
・
日
用
品
の
買
い
物
（
同
行
不
可
）・

お
話
相
手
・
散
歩
等

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
老
後
に
健
康
的
で
充
実

し
た
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
誰
も
が
思
う
は
ず
で
す
。
自
分
自
身
が
い
き

い
き
と
生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
身
近
な
人
に
健
康
的
に
長

生
き
し
て
も
ら
う
た
め
に
、今
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
や
か
い
き
い
き
安
心
長
寿
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安心長寿特集

　高齢者がボランティア活動を通じて社会参加し、自分
自身の介護予防を図る「介護支援ボランティア事業」を
実施しています。
　介護保険施設等の受入施設において活動すると、１時
間につき１スタンプ押印し、貯まったポイントに応じて
換金（最大５千円）できます。
■対　　象　市内在住で介護保険1号被保険者（65歳

以上）であって介護保険料の滞納のない方
で、養成研修を受講された方

■活動場所　介護支援ボランティア受け入れ施設として
市に登録した施設や事業所等

■活動内容　レクリエーションなどの指導・参加支援、
お茶出しや配膳・下膳などの補助、散歩・
外出および館内移動の補助、行事の手伝い、
話し相手、施設職員と共に行う補助的な活
動など

■申し込み・問い合わせ
　韮崎市社会福祉協議会　☎22-6944

　認知症を正しく知り、認知症の方や家族に対しての
「応援者」を増やしていくことを目的に、認知症サポー
ター養成講座を開催しています。「認知症について学び
たい、接し方について知りたい」といった内容について、
随時講座を開催しますので、お気軽にご応募ください。
■対　　　象　少人数のグループ（無尽や趣味の集まり

など）や自治会の集まり、事業所や企業
の研修会、イベントなど

　　　　　　※数名からでも開催可
■実 施 場 所　市内であればどこでも可
■講座の時間　60分～90分
■料　　　金　無料（テキストを用意します）
　　　　　　※受講するとサポーターの目印としてオレ

ンジ色のブレスレット（オレンジリン
グ）を配布します

■申し込み・問い合わせ
　地域包括支援センター（もの忘れ相談センター）
　☎23-4313・23-4464　 23-4316

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
！

　認知症サポーター
　　　養成講座を開催しませんか！

　介護支援ボランティアで
　　　　介護予防をしてみませんか！

　あなたの力で支えてみませんか！

■
問
い
合
わ
せ　
長
寿
介
護
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
２
３
‐
４
３
１
３

鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
！
「脳
若
返
り
教
室
」

　
脳
若
返
り
教
室
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ(

ア
イ
パ
ッ
ド)

を
使
っ

た
認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
で
す
。
参
加
者
同
士
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
視
覚
・
聴
覚
か
ら
の
刺
激
や
、
指
先
を
動
か
す
こ
と
で
脳

を
活
性
化
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
体
操
だ
け
で
は
な
く
、
体
を
動
か
す
体
操
も
し
ま
す
。

毎
回
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
飽
き
ず
に
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
教
室
で
す
。
脳
若
返
り
教

室
で
、
脳
と
体
と
心
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！
「百
歳
体
操
」

　
健
康
長
寿
、
介
護
予
防
を
目
的
に
、
各
地
区
で
百
歳
体
操
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
百
歳
体
操
は
、
重
さ
の
調
節
可
能
な
重
り
を
手
首
や
足
首
に
巻
き
つ
け
、
い
す
に
座
っ

た
ま
ま
ゆ
っ
く
り
両
腕
を
前
や
横
に
上
げ
た
り
、
膝
を
伸
ば
し
た
り
、
簡
単
な
動
作
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
行
な
う
筋
肉
運
動
で
、
所
要
時
間
は
約
35
分
で
す
。
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
が
５
人
以
上
集
ま
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
百
歳

体
操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
予
防
す
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
、
支
援
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
は
き
っ
と
あ
る
は

ず
で
す
。
市
で
は
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
様
々
な
方
を
対
象
と
し
た
多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
「筋
力
向
上
教
室
」

　
市
で
は
、
運
動
機
能
の
低
下
が
気
に
な
る
65
歳
以
上
の
方
が
利
用
で
き
る
、
筋
力
向
上

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
が
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
作
成
し
た
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
週

２
回
、
３
か
月
間
の
筋
力
運
動
を
実
施
し
、
運
動
機
能
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
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声 いきいきと生きていくために

「おたすけ隊、来てくれるのが待ち遠しい♪」
　きっかけは昨年末に腰を痛めたこと。家事も大変になり、外に出ることもなくなって
しまいました。一人でいることで、食欲もやる気もなくなり落ち込んだような日々を
送っていました。腰は痛かったけれど、働いている娘に迷惑はかけられない。大きな病
気でもない。そんな時、社協だよりを見てすぐに申し込みを決意しました。今は2週間
に1回利用しています。一番の魅力は1時間100円というところです。これなら年金で
もやっていけると。ただではないのでお願いするのも気持ちが少し楽です。
　確かに家事は大変かもしれないけれど、何よりも一番つらかったのは、一人でいるこ
とでした。しゃべれないことがつらかったですね。お話ができることもおたすけ隊の魅
力の一つです。不思議なことに掃除に来てもらうのに、お客さんが来ると思って片づけ
をしてしまいます。ちょうどいい刺激になっているのかな。毎回、来てくれるのが待ち
遠しくて、まるで恋人を待っているかのような気持ちです。

「助け合いの気持ち・・・『おたすけ隊』」
　私は、以前からボランティア活動を楽しんでいました。おたすけ隊は広報で知り、自
分自身のためにと思い、応募しました。自分のためにしていることで相手にも喜んでも
らえるって、うれしいことですよね。もちろん、お金をもらう仕事はやりがいがあって
楽しいです。一方で、ボランティアは無償だけど、もっと大きなものが得られると思う
んです。気持ちが充実するんです。
　ボランティアってお互いにしたり、されたりしているものだと思います。ボランティ
アというと特別な言い方かもしれないけれど、「助け合い」だと私は思います。そう考
えればみんなしていることで、決して特別なことではないと思うんです。例えば、愚痴
を聴いたりすることもボランティア。相手はそれで気持ちが晴れますよね。そうした人
のつながりって大切だなと思います。私にとって、人とつながれることは生きがいで
す。こんな時代だからこそ助け合いの気持ちを大切にしていきたいですよね。

　もの忘れが気になって相談
に行った医師の紹介で脳若返
り教室に参加しました。教室
は難しいこともなく、楽しん
で参加することができまし
た。何より、いろいろな方と
交流しながら参加できたこと
が一番良かったですね。人と
の交流が健康の秘訣かもしれ
ません。今度は筋力向上教室
にも参加してみたいです。

　介護の仕事をしていますので、仕事
を通して認知症サポーター養成講座を
受講しました。自分自身が認知症の方
やその周りの方々と関わる中で、理解
を深めることが大切だと思うようにな
り、認知症に対する正しい知識と具体
的な対応方法等を市民に伝える講師役
「キャラバンメイト」となりました。
認知症の方を理解することが大切で
す。些細なことでうまく行くこともあ
ります。認知症について、一緒に正し
い知識を身に付けましょう。

　筋力向上教室に参加するま
では、調子が悪いときは横に
なって休んでいただけでした
が、参加後は教えてもらった
運動をすることで改善するよ
うになりました。今でも継続
して運動を実践しています。
また、教室をきっかけに仲間
ができ、「自分からやってみ
よう！」と意欲的に取り組め
るようになりました。

「
交
流
で
脳
若
返
り
！
」

「
認
知
症
は
、 

周
り
の
理
解
が
大
切
。」

「
体
力
も
意
欲
も
回
復
！
」

小山喜美子さん

長田　佐子さん

比嘉　美穂さん

大崎　隆江さん

水上　和夫さん



5

き
っ
と
、あ
な
た
に
も

笑
顔
に
で
き
る
人
が
い
ま
す
。

地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

地
域
の
力
を

借
り
て
み
ま
せ
ん
か—

—

　
人
々
の
生
活
が
多
様
化
す
る

現
代
社
会
。
そ
の
結
果
、
私
た

ち
の
地
域
で
の
つ
な
が
り
は
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
変
化
し
て
い
く
社

会
に
お
い
て
も
人
の
本
質
は
変

化
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
孤
独
を
好
む
人
は

少
な
く
、
ど
こ
か
で
人
と
の
つ

な
が
り
を
求
め
て
い
る
は
ず
で

す
。

　
お
そ
ら
く
、
人
は
一
人
で
は

生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
互
い

に
支
え
あ
う
中
で
、
お
互
い
に

満
た
さ
れ
、
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
の

瞬
間
、
み
ん
な
自
然
と
笑
顔
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
誰
か
が

誰
か
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

よ
う
と
も
い
つ
ま
で
も
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
る
そ
ん
な
ま

ち
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

安心長寿特集
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防災訓練

■
家
族
で
防
災
会
議

　
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
や
連

絡
方
法
、
避
難
場
所
や
非
常
用
持

出
品
を
決
め
て
い
ま
す
か
？
「
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
使
い
方
な
ど
、
実
際
に
家
族
で

話
し
合
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

■
自
宅
の
耐
震
、
家
具
の
固
定
等

　

自
宅
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
、「
大
地
震
で
は
、
家
具
は
必

ず
倒
れ
る
も
の
」
と
考
え
て
、
家

具
の
固
定
や
向
き
・
配
置
の
見
直

し
、
寝
室
に
は
で
き
る
だ
け
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
自

宅
で
長
時
間
過
ご
す
場
所
に
は

「
安
全
空
間
」
を
つ
く
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
用
の
備
蓄

　
備
蓄
品
は
普
段
の
生
活
に
組
み

込
み
な
が
ら
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ラ
ッ
プ
、

ゴ
ミ
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
、

缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
、
あ
る
程
度
の
量
を
蓄
え
る
中

で
、
順
々
に
古
い
ほ
う
か
ら
使
っ

て
買
い
足
し
て
い
く
方
法
（
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
）
が
お
す
す

め
で
す
。

　甘利小学校・韮崎北西小学校を指定避難所
とする13地区１組については、避難所とな
る学校施設を使用した「特定地区総合防災訓
練」を実施します。地区の避難計画に従い各
指定避難所まで避難しましょう。

【実施日】９月２日（日）

【訓練会場】甘利小学校
【対象地域】鍛冶屋、すずらん団地、羽根、
　　　　　　西割、山口、堤南組

【訓練会場】韮崎北西小学校
【対象地域】上円井、下円井、宇波円井、
　　　　　　入戸野、折居、青木上、
　　　　　　青木下、おりい台

一斉訓練日は９月２日（日）
参加しましょう防災訓練！

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
減
災

特定地区総合防災訓練注目

　
７
月
に
西
日
本
地
域
を
襲
っ

た
豪
雨
に
よ
り
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。市
で
は
、

こ
の
災
害
に
対
す
る
支
援
と
し

て「
西
日
本
豪
雨
災
害
義
援
金
」

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

■
受
付
場
所

　
市
役
所
１
階
受
付
お
よ
び
福

祉
課
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

コ
リ
、
市
立
病
院
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

崎
文
化
ホ
ー
ル
、
ゆ
～
ぷ
る
に

ら
さ
き

■
受
付
期
限

　
市
役
所
は
、
12
月
28
日（
金
）

そ
の
他
施
設
は
、８
月
31
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　
　
（
内
線
１
８
１
）

西
日
本
豪
雨
災
害
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　6月18日に発生した大阪北部を震源とする震度
6弱の烈震により、家具の転倒やブロック塀の下敷
きになるなど、大切な生命や財産が失われました。
　また、７月の西日本を中心とした集中豪雨におい
て、多くの尊い命が犠牲になりました。
　毎年のように各地で多発する自然災害――。被害
を最小限に抑えるには、市民の皆さん一人ひとりの
取り組みと地域の協力による減災力の向上が不可欠
です。
　市では毎年、防災週間（8月30日～9月5日）
中の日曜日に、市内一斉の総合防災訓練を実施して
います。日頃の災害への備えを確認するためにも、
お住まいの地域の防災訓練へ積極的に参加しましょ
う！
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防災訓練

　市では、午前８時からの各地区・自主防災会の防災訓練における共通の取り組みとして、参加者一人ひ
とりが、各家庭、各地区で実践していただく「共通訓練項目（減災チャレンジ）」を決めています。

■
減
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
①

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
避
難

　
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
避
難
所

で
は
備
蓄
品
の
供
給
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
発

災
直
後
は
混
乱
す
る
た
め
、
個
人
に
行
き
渡

る
の
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

避
難
し
て
す
ぐ
に
飲
む
水
を
避
難
所
に
持
参

で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
減
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
② 

　
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の
確
認

　
災
害
時
に
は
、
停
電
の
復
旧
時
に
通
電
し

た
際
、
倒
れ
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
等
が
火
元
と

な
っ
て
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
電
気
の
消
し
忘
れ
や
停
電
復
旧
後
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
宅
か
ら
避
難
す
る
と

き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
漏
電
を
瞬

時
に
感
知
し
て
電
気
を
止
め
、
火
災
や
感
電

事
故
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
装
置
で
す
。
漏
電

ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
が
つ
い
て

い
ま
す
の
で
、
防
災
訓
練
の
機
会
に
正
し
く

動
作
す
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
韮
崎
市
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
防
災
行
政
無
線
を
２
回
放

送
し
ま
す
。

　
１
回
目
は
、
午
前
７
時
。
台

風
や
大
雨
等
を
想
定
し
た
場
合

の
要
配
慮
者
（
発
災
時
に
介
助

を
必
要
と
す
る
方
）
の
優
先
避

難
訓
練
の
た
め
、
防
災
行
政
無

線
で
市
内
全
域
に
「
避
難
準
備

情
報
（
訓
練
情
報
）」
を
放
送

し
ま
す
。
こ
の
訓
練
に
参
加
さ

れ
る
方
は
、
福
祉
避
難
所
に
避

難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
回
目
の
防
災
行
政
無
線

は
、
午
前
８
時
の
サ
イ
レ
ン
放

送
（
地
震
発
生
情
報
）
で
す
。

　
地
震
発
生
時
は
机
の
下
に
も

ぐ
る
な
ど
、
身
の
安
全
を
確
保

し
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
の

を
確
認
し
て
か
ら
、
ド
ア
や
窓

を
開
け
避
難
路
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。
ラ
ジ
オ
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

情
報
収
集
し
、
火
の
始
末
、
ブ

レ
ー
カ
ー
の
遮
断
確
認
が
で
き

た
ら
、
避
難
開
始
で
す
。

　
地
区
ご
と
に
計
画
さ
れ
た
避

難
誘
導
・
避
難
所
開
設
等
を
行

う
「
初
動
訓
練
」
や
、
住
民
の

避
難
状
況
を
市
の
災
害
対
策
本

部
に
伝
え
る
情
報
伝
達
訓
練
な

ど
の
「
応
急
対
応
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。
事
前
に
集
合
場
所

な
ど
を
確
認
の
う
え
、
地
区
訓

練
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
地
域
で
は
９
月
２
日
と

別
日
程
で
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
各
地
区
の
日
程
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■P6・7に関する問い合わせ　総務課 危機管理担当（内線339・399）

 　　午前 7：00

 　　午前 8：00

各地区訓練

※事前申込み地区のみが対象の訓練です

※メーカーにより形状等は異なり
　ます

減災チャレンジ共通訓練

アンペア
ブレーカー

漏電ブレーカーのテストボタン

当日の訓練の流れ
避難準備情報

地震発生情報

避難・訓練開始
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総合健診結果の見直し
　
健
診
結
果
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
ょ
う
‼

　
健
診
は
、
受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
を
受
け
取
っ

た
時
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
結
果
か
ら
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知

り
、
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

見
過
ご
さ
な
い
で
異
常
の
サ
イ
ン

　
昨
年
度
に
総
合
健
診
を
受
診
し

た
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
方
の
結
果

は
【
図
１
】
の
と
お
り
で
す
。

　
韮
崎
市
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
該
当
・
予
備
群
者
は

20
歳
以
上
の
成
人
の
８
人
に
１
人

は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
推
測
さ
れ
、『
新
た

な
国
民
病
』
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
の
働

き
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
メ
タ
ボ
）
の
症
状
で
あ
る
「
高

血
圧
」「
高
血
糖
」「
脂
質
異
常
」

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
メ
タ
ボ

の
人
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
も
な
り
や
す
い

総
合
健
診
の 

　
結
果
報
告
会
が
始
ま
り
ま
す
！

　
今
年
度
総
合
健
診
を
お
受
け
い

た
だ
い
た
方
へ
の
結
果
報
告
会
の

日
程
は
【
総
合
健
診
結
果
報
告
会

日
程
】
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
総
合
健
診
の
約
１
か

月
後
に
個
別
に
ご
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
に

は
、
直
接
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

　
結
果
の
内
容
に
つ
い
て
の
ご
質

問
や
相
談
は
毎
週
月
曜
日
と
木
曜

日
の
健
康
相
談
に
て
対
応
し
ま

す
。

の
で
す
。
腎
臓
は
一
度
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
と
、
元
に
戻
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
放
置
す

る
と
末
期
腎
不
全
に
陥
り
、
透
析

治
療
や
腎
移
植
が
必
要
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ

Ｄ
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も

生
活
改
善
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

23・３
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
県
全

体
に
比
べ
て
高
い
割
合
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）予
備
群
⁉

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
慢
性
に
経
過
す
る

す
べ
て
の
腎
臓
病
を
指
し
ま
す
。

総合健診 結果報告会

受診場所 受診日 ７４歳以下
日程 会場

円野 7月10日（火）
8月27日（月）午後

保健福祉
センター

清哲 7月11日（水）
神山 7月12日（木）
旭 7月13日（金） 8月30日（木）午後

保健福祉センター 7月21日（土） 9月 3日（月）午後
東京エレクトロン
韮崎文化ホール

7月26日（木） 9月 7日（金）午後
7月27日（金） 9月10日（月）午後

保健福祉センター 7月28日（土） 9月13日（木）午後
7月29日（日） 9月16日（日）終日

竜岡 10月 2日（火） 11月16日（金）午後
大草 10月 3日（水） 11月19日（月）午後穂坂 10月 4日（木）

保健福祉センター 10月20日（土） 11月30日（金）午後
10月21日（日） 12月 2日（日）午前

東京エレクトロン
韮崎文化ホール

10月24日（水） 12月 6日（木）午後
10月25日（木） 12月 7日（金）午後
10月26日（金） 12月10日（月）午後

保健福祉センター
10月27日（土） 12月14日（金）午後
10月28日（日） 12月16日（日）午前
11月10日（土） 12月20日（木）午後

【総合健診結果報告会日程】

【図１】

※該当の方は通知に記載されている時間帯をよくご確認のうえお越しください。
※会場はすべて韮崎市保健福祉センターとなります。
※75歳以上の方には、結果を送付します。結果についての相談は毎週月曜日と木

曜日の健康相談にて対応いたします。

健
康
づ
く
り
は
総
合
健
診
結
果
の
見
直
し
か
ら
！

腎
臓
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生活習慣病の改善

　
総
合
健
診
（
特
定
健
診
）
に
よ

っ
て
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
40
～
74
歳
の
方

を
対
象
に
「
特
定
保
健
指
導
」
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
健
診
結
果

か
ら
自
身
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
改
善
で
き
る
こ
と
を
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
と
一
緒
に
考
え
、

具
体
的
に
６
か
月
間
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

「
脱
メ
タ
ボ
」
へ
の
３
つ
の
支
援

①
健
康
な
方
も
含
め
た

　
　
す
べ
て
の
方
に
情
報
提
供

　
初
め
に
面
接
を
行
い
、
現
在
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
メ
タ
ボ

解
消
の
た
め
の
行
動
目
標
を
立

て
、
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
３
～

６
か
月
間
、
継
続
的
に
生
活
習
慣

改
善
の
た
め
の
支
援
を
行
い
、
面

接
か
ら
６
か
月
後
に
取
り
組
み
の

結
果
を
最
終
確
認
し
ま
す
。

②
メ
タ
ボ
予
備
群
の
方
に

　
　
　
　
　
　
動
機
付
け
支
援

　
初
め
に
面
接
を
行
い
、
現
在
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
メ
タ
ボ

を
予
防
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え
、
そ
の

た
め
の
行
動
目
標
を
立
て
て
い
き

ま
す
。
面
接
か
ら
６
か
月
後
に
取

り
組
み
の
結
果
を
確
認
し
ま
す
。

③
メ
タ
ボ
に
該
当
す
る
方
に

　
　
　
　
　
　
　
積
極
的
支
援

⑴
総
合
健
診
の
結
果
か
ら
今
の
健

　
康
状
態
を
把
握
し
、
生
活
習
慣

　
の
見
直
し
や
改
善
の
き
っ
か
け

　
と
な
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

⑵
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
は
な

　
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
個
人
的

　
に
健
康
や
食
事
面
に
関
し
て
相

　
談
し
た
い
方
へ
も
相
談
日
を
設

　
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談
日

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　
９
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
健
康
づ
く
り
課

　
（
韮
崎
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

※
に
ら
さ
き
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
や
、
健
康
ア
ッ
プ
教

室
な
ど
の
運
動
教
室
も
あ
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
８・
９
ペ
ー
ジ
に

　
　
　
　
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

【
作
り
方
】

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
種
を
と
り
、
ひ
と

口
大
に
切
る
。
ク
ル
ミ
は
手
で

大
き
め
に
割
る
。

②
か
ぼ
ち
ゃ
を
耐
熱
皿
に
い
れ
、

水
大
さ
じ
２
を
振
り
か
け
、
ふ

ん
わ
り
と
ラ
ッ
プ
を
か
け
る
。

電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
ｗ
）
で

５
分
加
熱
し
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど

で
ザ
ッ
ク
リ
つ
ぶ
し
冷
ま
す
。

③
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
か
ぼ
ち
ゃ
に
ク
ル
ミ
を
加
え
、

③
で
和
え
、
塩
こ
し
ょ
う
で
味

を
調
え
る
。

⑤
お
皿
に
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
を
広

げ
、
そ
の
上
に
サ
ラ
ダ
を
盛
り

付
け
る
。
周
り
に
半
分
に
切
っ

た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
飾
る
。

【
栄
養
量
（
１
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
１
５
１
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
０
．
１
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３
‐
４
３
１
０

「親子料理教室」参加者募集！
　食生活改善推進員会では、小学生親子を対象に親子料理教室を開催します。お気軽にご参加ください。
■日　　時　8月25日（土）　10時～12時30分（9時45分受付開始）
■場　　所　保健福祉センター　
■対 象 者　市内在住の小学生親子（先着10組）
■参 加 料　無料
■内　　容　・五平餅　　　・皮なし手作りウインナー　他　２種類
■持 ち 物　エプロン、三角巾、筆記用具、お子様のスリッパ（調理時用）
■申込締切　8月10日（金）
■申し込み・問い合わせ　健康づくり課 健康増進担当　☎23-4310

特
定
保
健
指
導
で

　
生
活
習
慣
病
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

ご存知ですか？
　かぼちゃには、ビタミンＣ・ビタミンＥ・食物繊維といった栄養素が
豊富に含まれる緑黄色野菜です。ただし、エネルギーが多いので食べ過
ぎに気をつけましょう。マヨネーズとプレーンヨーグルトを合わせるこ
とで、さっぱりとしたサラダになります。

知っ得！食育ひろば　－食改推の簡単レシピ！－

「クルミ入りかぼちゃサラダ」

【材料（４人分）】
・かぼちゃ ………… 250ｇ
・クルミ ……………　30ｇ
・マヨネーズ … 大さじ1.5
・プレーンヨーグルト
　　　　　  … 大さじ1.5
・塩こしょう ……… 少々
・サニーレタス ……… 2枚
・ミニトマト ………… 6個
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募集種目 募集人員※1 資格 受付期間
（締切日必着） 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

航空学生

参考（29年度）
海：約80名
　　（うち女子若干名）
空：約70名
　　（男女区別なし※2）

海：18歳以上23歳未満
（高卒（見込含）また
は高専3年次修了者

（見込含））
空：18歳以上21歳未満

（高卒（見込含）また
は高専3年次修了者

（見込含））

7月1日　
～9月7日

1次：9月17日
2次：10月15日～21日
3次：11月17日～

12月20日

1次：10月5日
2次（海）：11月13日
　　（空）：11月5日
最終：31年1月22日

31年3月下旬
～4月上旬

入隊後約6年で3等
陸・海・空尉

一般曹候補生

参考（29年度）
陸：約3,000名
　　（うち女子約200名）
海：約1,300名
　　（うち女子約80名）
空：約750名
　　（男女区別なし）

18歳以上27歳未満の者 7月1日　
～9月7日

1次：9月21日～23日
2次：10月12日～17日
※いずれか1日を指定さ 
　れます。※2

1次：10月5日
最終：11月9日

31年3月下旬
～4月上旬

入隊後2年9か月経
過以降選考により3
等陸・海・空曹

自衛官
候補生

男子
参考（29年度）
陸：約5,400名
海：約1,100名
空：約1,660名

18歳以上27歳未満の者
年間通じて
行っており
ます。　　

受付時にお知らせします。
※2

合格発表日は試験日に
お知らせします。

採用予定通知
書でお知らせ
します。

所要の教育を経て、
3か月後に2等陸・
海・空士に任用
陸上（技術系を除く）
は1年9か月、陸上

（技術系）・海上・
航空は2年9か月
を1任期として任用

（以降2年を1任期）
女子

参考（29年度）
陸：約870名
海：約200名
空：約150名

防衛大学校
学生

推薦

参考（29年度）
人文・社会科学専攻：
約20名（うち女子約5名）
理工学専攻：約80名

（うち女子約10名）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）
で成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者 9月5日　

～9月7日

9月22・23日 10月26日

31年4月上旬
修業年限4年
卒業後約1年で3等
陸・海・空尉

総合
選抜

参考（29年度）
人文・社会科学専攻およ
び理工学専攻合わせて：
　　　約40名

（うち女子約5名） 18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）

1次：9月22日
2次：11月3・4日

1次：10月19日
最終：11月28日

一般

参考（29年度）
人文・社会科学専攻：
　　  約65名
　　（うち女子約15名）
理工学専攻：約235名

（うち女子約20名）

9月5日　
～9月28日 1次：11月3・4日

2次：12月11日～15日
1次：11月28日
最終：31年1月25日

防衛医科大学校
医学科学生

参考（29年度）
約85名

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）

9月5日　
～9月28日

1次：10月27・28日
2次：12月12日～14日

1次：11月29日
最終：31年2月14日 31年4月上旬

修学年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
参考（29年度）
約75名

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高
専3年次修了者（見込含）

9月5日
～9月28日

1次：10月20日
2次：12月1・2日

1次：11月16日
最終：31年2月8日 31年4月上旬

修学年限4年
看護師免許取得後、
卒業後約1年で3等
陸・海・空尉

自衛官募集・上級救命講習会

（注）1．※1：平成30年度の募集人員については、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。
      2．※2：平成31年3月高等学校卒業予定者のための採用試験は、平成30年9月17日以降に行います。
      3．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
      4．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。
      5．その他、詳細については、それぞれの募集要項または自衛隊地方協力本部で確認してください。
      6．記載内容については変更される場合があります。

大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

　自衛隊山梨地方協力本部では、自衛官を募集しています。自衛隊は国の防衛、災害派遣、国際平和協力な
ど、様々な形で社会に貢献できる仕事です。
　また、自衛隊には隊員が任務に誇りを持ち、安心して勤務できる各種福利厚生や手当が完備されています。
自衛官になるには様々なコースがあり、自分の適性や希望により最適なコースを選択することができます。

■申し込み・問い合わせ　自衛隊山梨地方協力本部南アルプス募集センター　☎０５５‐２８３‐５１５０   
　　　　　　　　　　　　自衛隊募集コールセンター　　　　　　　　　　　☎０１２０‐０６３‐７９２   

 

上
級
救
命
講
習
会
の
開
催

　
普
段
の
生
活
の
中
で
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
を

負
っ
た
現
場
に
遭
遇
し
た
際
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
救
命
に
必
要

な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
す
。
誰
か
の
命
を
守
る
重
要
な
時
間
で
も
あ

り
、
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
韮
崎
消
防
署
と
北
杜
消
防
署
で
は
上
級

救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
と
自
信
を
私

た
ち
と
一
緒
に
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
場
所

①
９
月
８
日
（
土
）
９
時
～
17
時
30
分

　
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部　

２
階　

　
大
会
議
室
（
韮
崎
市
本
町
四
丁
目
８
‐
36
）

②
９
月
９
日
（
日
）
９
時
～
17
時
30
分

　
北
杜
市
長
坂
総
合
支
所　

２
階　
大
会
議
室

　
（
北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
２
５
７
５
‐
19
）

■
定
員　
各
受
講
日　
20
名

■
申
込
方
法
等

　
各
受
講
希
望
日
を
担
当
す
る
消
防
署
に
電
話
申

し
込
み
、
ま
た
は
受
講
申
請
書
等
（
峡
北
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
も
し
く

は
消
防
署
窓
口
に
て
配
布
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

消
防
署
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
９
月
８
日
（
土
）
受
講
希
望
の
方

　
韮
崎
消
防
署
救
急
担
当
☎
２
３
‐
１
４
９
９

　
（
韮
崎
市
本
町
四
丁
目
８
‐
36
）

②
９
月
９
日
（
日
）
受
講
希
望
の
方

　
北
杜
消
防
署
救
急
担
当
☎
３
２
‐
２
５
０
８

　
（
北
杜
市
長
坂
町
大
八
田
６
８
１
１
‐
18
）

平成30年度 自衛官・防衛大学校等学生募集
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農業振興地域整備計画の変更・武田の里ウォーク

　農地の転用には許可が必要です！

　農用地区域の農地を、農業以外の目的に利用するためには、農業委
員会における転用手続きを行う前に、農用地区域から除外する必要が
あります。
　ただし、農用地区域からの除外を申請しても、転用目的・申請地・
所有地等の状況によっては農用地区域から除外できない場合がありま
す。
　今回は、農振除外後、早期の転用が確実で、転用目的が明確であ
り、緊急を要するものが対象となります。（大規模な計画や、具体
性・緊急性に欠ける案件は対象外です。）

■受 付 期 間　8月20日（月）～9月7日（金）※平日8時30分～17時15分（期日厳守）
■申 出 方 法　産業観光課・市ホームページにある申出書に添付書類を添えて、提出してください。
■除 外 要 件　次の５つの除外要件を全て満たすものに限り受付します。
１．農用地区域（申出地）以外に農振除外地・宅地・雑種地等、代替すべき土地を所有していないこと。
２．農用地区域内における農用地の集団化、農作業の効率化、その他農業上の利用に支障を及ぼす恐れが

ないこと。
３．担い手農業者等に対し、安定的な営農、経営する一団の農用地の集団化、農地の利用集積に支障を及
　　ぼさないこと。
４．農用地区域内の農業用排水施設の分断や、排水の阻害等、農業用施設の機能に支障を及ぼす恐れがな
　　いこと。
５．国の直轄または補助による土地改良事業、またはこれに準ずる事業で農業用排水路の新設、区画整

理、農用地の造成等の施工に係る区域にある場合は、事業の工事が完了した年度の翌年から起算して
８年を経過した土地であること。

※除外申出地が農用地区域から除外されても、予定する事業計画が実施されない場合には、再度、農用地
区域へ編入することとなります。

■除外となるまでの期間
　農振除外の決定までにおよそ一年の期間を要しています。事業計画を検討する際にはご注意ください。
■問い合わせ　産業観光課 農林振興担当（内線223～225）

　
太
陽
の
里
・
穂
坂
町
を
巡
る
15
㎞
・
20
㎞
・
30
㎞
の
３
つ
の
コ
ー
ス

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　
９
月
９
日
（
日
）

■
参
加
料　
15
㎞
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
20
㎞
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
30
㎞
２
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　
窓
口
、
郵
便
振
替
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
申
込
み
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、
市
役
所
や
市
営
体

育
館
に
備
付
け
の「
参
加
申
込
書
」

や「
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｐ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
後
の
取
り
消
し
や
当
日

不
参
加
の
場
合
、
参
加
料
の
返

金
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

　
会
事
務
局
（
市
営
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
８
０
６
２

　
　
　
　
　

２
２
‐
０
４
９
８

　

http://spoen.net/75073

　今年も例年同様、猛暑
が続いています。熱中症
を正しく理解し、早めの
対策、予防に努めましょう！！
■予防するには
・こまめな水分補給
・扇風機、エアコンなどを活用
　した室温調節
・日傘、帽子、通気性の良い衣
　服の着用
・炎天下で長時間の活動を避け
　る
■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当　                            

☎23-4310

武田の里ウォーク沿道での
ご声援をお願いします！

　当日は県内外から多くの方が参
加されますので、ぜひ沿道でのご
声援をお願いします。また、沿道
にて参加者へのおもてなしをして
いただける方を募集しております
ので、ご協力いただける方は事務
局までご連絡ください。

農業振興地域整備計画の変更（農振除外）の申出を受付

油断しないで
熱中症

９
月
９
日　
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク

穂
坂
ぶ
ど
う
郷
コ
ー
ス 

参
加
申
込
受
付
中
！

宅地

畑
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戦争と平和・市立保育園・児童センター職員募集

　これからも平和な世界を願って…

■戦争の実相を知り平和の大切さを考える 
　講演会・七里岩地下壕見学会
　韮崎・峡北地域の戦争についての資料や、体験の聞き取り、戦
争遺跡等をもとにした講演を通して平和の大切さについて考えて
みます。戦争遺跡の見学会も実施します。
☆講演会
　●日　時　8月11日（土）　13時～14時
　●場　所　ニコリ2階会議室9
　●参加費　無料
　●演　題　私たちの町にも戦争があった
　　　　　　ー戦争遺跡・資料に見る韮崎と戦争ー
　　　　　　講師　向山　三樹 氏　
　　　　　　　　　（穂坂町在住・韮崎七里岩地下壕を保存する会）

☆山梨県最大の戦争遺跡・七里岩地下壕見学会
　●日　　時　14時30分から（講演会終了後）
　●集合場所　韮崎市一ツ谷 滝田建材駐車場内 七里岩地下壕
　※小学生以下は保護者同伴が必要（長靴・懐中電灯・軍手持参）
　※見学会参加希望者は申し込みが必要（先着30名）

■問い合わせ　韮崎市民交流センター　☎22-1121

■非核平和パネル展
　韮崎と戦争、七里岩地下壕、沖縄戦、広島・
長崎原爆の記録等のパネルと資料展示
●展示期間　8 月９日（木）〜 19 日（日）
●場　　所　ニコリ１階オープンスペース
■問い合わせ　
　総合政策課 政策推進担当（内線 355）

■親子映画会＆講話＆風鈴絵付け
　子どもたちにひめゆり学徒の戦争体験を伝えるために制作されたアニメを上映します。上映前には、
沖縄戦についての講話、上映後には風鈴の絵付け体験もあります。風鈴はお持ち帰りいただけます。
　●日時　8月19日（日）14時～16時　　●場所　ニコリ２階会議室９　　●参加費　無料
　■問い合わせ　北巨摩教育会館　☎22-0540

　
子
ど
も
に
囲
ま
れ
た
職
場
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
長
時
間
は
難
し

い
け
れ
ど
、
自
分
に
合
う
時
間
で
働
き
た
い
！
」、「
資
格
は
あ
る
け
れ

ど
、
長
い
間
そ
の
職
か
ら
離
れ
て
い
て
不
安
…
」。
そ
ん
な
方
も
、
ぜ
ひ

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
採
用
方
法

　
①
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
に
書
類
提
出

　
　

(

履
歴
書
、
保
育
士
の
場
合
は
資
格
証
の
写
し
も
必
要
）

　
②
面
接
を
行
い
、
採
用
の
合
否
を
決
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

子
育
て
支
援
担
当
（
内
線
１
７
４
・
１
７
５
）

◆
保
育
士
（
非
常
勤
フ
ル
タ
イ
ム
）

　
○
資　
　
　
格　
保
育
士
資
格

　
○
勤
務
時
間　
７
時
30
分
～
19
時
の
間
の
７
時
間
45
分（
シ
フ
ト
制
）

　
　
　
　
　
　
　
　
土
曜
出
勤
あ
り　
初
年
度
か
ら
有
給
休
暇
あ
り

　
○
賃　
　
　
金　
月
額
１
５
９
，
８
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ナ
ス
３
か
月
分　
通
勤
手
当
あ
り

　
○
加
入
保
険
等　
厚
生
年
金
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

◆
保
育
士
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

　
○
資　
　
　
格　
保
育
士
資
格

　
○
勤
務
時
間　
７
時
30
分
～
19
時
の
間
（
応
相
談
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
※
延
長
保
育
（
朝
３
時
間
・
夕
方
３
時
間
勤
務
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
能
な
方
、
歓
迎
！

　
○
有
給
休
暇　
週
労
働
日
数
等
に
よ
る

　
○
賃　
　
　
金　
日
額
７
，
６
０
０
円　
時
給
９
８
０
円

　
○
加
入
保
険
等　
厚
生
年
金
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
加

　
　
　
　
　
　
　
　
入
制
度
あ
り

◆
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

　
○
資　
　
　
格　
不
問
（
保
育
士
も
し
く
は
教
員
免
許
が
望
ま
し
い
）

　
○
勤
務
時
間　
14
時
～
18
時
の
間
の
３
～
４
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
※
長
期
休
み
の
間
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
○
有
給
休
暇　
週
労
働
日
数
等
に
よ
る

　
○
賃　
　
　
金　
時
給
９
８
０
円

　
○
加
入
保
険
等　
労
災
保
険
加
入
制
度
あ
り

■「戦争と平和」展示
　戦後70年余りが経過した現在、戦争を体
験した世代は高齢化し、戦争を知らない世代
が増えています。
　戦争は、多くの尊い命を犠牲にし、人々の
心に大きな傷跡を残しました。戦争の悲惨さ
や平和の尊さを風化させないために、今年も
戦争と平和に関する図書の展示を行います。
●展示期間　8月1日（水）～8月30日（木）
●場　　所　大村記念図書館（ニコリ2階）
■問い合わせ
　大村記念図書館　☎22-4946

『戦争と平和』について考えよう

市
立
保
育
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー

その他詳しい内容は
ホームページで
ご確認ください。

職
員
募
集
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議会報告会・就職ガイダンス

　市議会では、市民の皆さんに議会の活動を知っていただくとともに、皆さんのご意見を市政に反映してい
くため、本年も次の日程により市内５小学校区単位で議会報告会を開催します。多くの皆さんのご参加をお
待ちしております。

地区名 開催日 開始時間 場所 地区テーマ

甘　利 8月19日（日） 19時 大草ふれあいホール
①鳥獣害被害対策について
②県道甘利山公園線の整備について
③通学路の安全対策について

穂　坂 8月21日（火） 19時30分 穂坂コミュニティーセンター ①主要地方道韮崎昇仙峡線の道路整備について
②上ノ山・穂坂地区工業団地第２期造成事業について

韮　崎 8月22日（水） 19時 市民交流センター
ニコリ1階会議室5～7

①市道（韮崎）6号線岩下地内の道路拡幅、待機所設置について
②市営運動場体育館の改築計画について
③韮崎東保育園の改築または民営化募集時期について

北　西 8月23日（木） 19時 清哲会館 ①県営中山間地域総合整備事業について

北　東 8月24日（金） 19時30分 中田公民館
①市道（穴山）5号線の延伸について
②議員定数削減について
③塩川堰の整備について

■問い合わせ　議会事務局　☎ 22-1111（内線 513・514）

　
来
年
度
新
卒
予
定
者
お
よ
び
一

般
求
職
者
の
就
職
、
な
ら
び
に

企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る

た
め
、「
韮
崎
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
概
要
》

■
開
催
日　
８
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

　
　
　

 　
（
12
時
20
分
受
付
開
始
）

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ニ
コ
リ
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
大
学
生
、
短
期
大
学

生
、
専
修
学
校
（
い
ず
れ
も
新

卒
予
定
者
）、
未
就
職
者
、
再

就
職
希
望
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

者
、
そ
の
他
全
て
の
求
職
者

■
参
加
企
業

　
市
内
に
事
業
所
、
店
舗
等
が
あ

る
企
業
15
社
程
度
を
予
定

■
参
加
費
等　
無
料
（
交
通
費
等

は
参
加
者
負
担
）

※
服
装
自
由
・
託
児
有（
要
予
約
）

《
実
施
内
容
》

●
企
業
の
担
当
者
と
面
接
等

●
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

●
移
住
相
談
コ
ー
ナ
ー

《
参
加
方
法
》

●
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
履
歴
書
を
持
参
し
、
会
場
に
て

受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
企
業
と
の
面
接
希
望
者
は
、

複
数
枚
ご
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
卒
者
以
外
の
方
は
、
事
前
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎
に
求
職
申

込
み
を
し
て
お
く
と
、
当
日
の

受
付
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。（
登

録
済
み
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
商
工
労
政
担
当

（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

　
平
成
31
・
32
年
度
に
韮
崎
市
が

行
う
競
争
入
札
に
参
加
す
る
た
め

の
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て
、
山

梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
で
受

付
を
開
始
し
ま
す
。
入
札
参
加
を

希
望
す
る
事
業
者
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.ysc-
yam

anashi.or.jp/

）を
確
認
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳

細
は
９
月
公
開
予
定
）

■
受
付
期
間　
10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
～
11
月
16
日
（
金
）

■
申
請
方
法

　
「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」

で
の
電
子
申
請
、
ま
た
は
紙
申
請

に
よ
る
審
査
書
類
の
提
出

■
事
業
者
説
明
会

　
定
期
審
査
の
申
請
に
関
す
る
事

業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト

ピ
ッ
ク
ス
「
事
業
者
説
明
会
の
開

催
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
開
始
日
：
８
月
１
日（
水
）

　
各
会
場
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
課

　
☎
０
５
５
‐
２
６
８
‐
３
４
４
６

　
〒
４
０
０
‐
８
５
８
７

　
甲
府
市
蓬
沢
１
‐
15
‐
35

　
山
梨
県
自
治
会
館
２
階

　男女共同参画社会の実現
と、女性の社会参加の促進を
目指し、「女性議会」を開催
します。
　女性団体連絡協議会に加盟
する団体や、サークル等から
推薦された女性議員により、
まちづくりのための意見を交
し合います。
　どなたでも傍聴できますの
で、お気軽にご来場ください。

■日時　８月８日（水）
　　　　13時40分から
■会場　市役所５階議場
■問い合わせ
　総合政策課 政策推進担当

（内線３５５～３５７）

韮崎市議会「議会報告会」開催のご案内開かれた議会を
目指して！

■日時・会場・テーマ　※各地区共通テーマ「各常任委員会および議員定数等調査特別委員会の活動報告について」

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
!!

まちづくりに女性の声を
「韮崎市女性議会の開催」

平
成
31
・
32
年
度

入
札
参
加
資
格

　
　
定
期
審
査
申
請
受
付
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
協
働
で
進
め
る
清
掃
活
動
な

ど
の
環
境
美
化
活
動
（
ア
ダ
プ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
６
月
２
日
（
土
）
に
韮

崎
中
央
公
園
に
お
い
て
、
富
士
島

建
設
㈱
お
よ
び
同
協
力
会
に
よ
る

環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
作
業
に
は
約
１
０
０
人
の

方
々
が
参
加
し
、
中
央
公
園
内
の

除
草
や
ゴ
ミ
拾
い
、
道
に
は
み
出

し
た
高
木
の
枝
払
い
な
ど
精
力
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
で
は
今
後
も
市
内
各

所
の
公
園
等
の
公
共
施
設
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
美
化
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団

体
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
都
市
計
画
担
当

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

▲公園内での活動の様子
　キレイになりました。

　韮崎高校同窓会では、毎年、同窓会記念
事業の一つとして招待サッカー試合を実施
しています。今年は帝京高等学校を迎え、
招待試合を行います。帝京高等学校は、黄
色のユニホームで知られる東京都の強豪
で、全国高等学校サッカー選手権、イン
ターハイ優勝の経験を持つ名門校です。
　国内のトップレベルの実力を見る絶好の
機会ですので、多くの方に観戦いただき、
ご声援をお願いします。

■日時　８月26日（日）　雨天決行
　　　　11時キックオフ
■場所　韮崎中央公園陸上競技場
■対戦　韮崎高校ＶＳ帝京高校
■問い合わせ　韮崎高校同窓会事務局
　　　　　　　☎22-2415（保坂）

韮崎市建設工事優良施工業者を表彰

伊藤生更歌碑を除幕

韮崎工業高校７連覇！！

　6月29日（金）、適正な建設工事の施工と、卓越した
技術等により優れた成績で、昨年度、建設工事を完成さ
せた施工業者として5社の事業所が表彰されました。
○土木・舗装工事部門　富士島建設 株式会社
　　　　　　　　　　　有限会社 細田工務所
　　　　　　　　　　　有限会社 相馬組
○建築工事部門　　　　有限会社 岩下建設
○水道工事部門　　　　株式会社 日設管興

　7月6日（金）穴山さくら公園において恒例のたなばた祭り
が開催され、韮崎北東小学校の3年生や穴山の里園生も参加し、
「たなばたさま」の作詞者である穴山町出身の権藤はなよを歌や
紙芝居で偲びました。続けて、権藤はなよの兄の歌人・伊藤生更
の功績を称えて建立された歌碑の除幕式が行われました。会場に
は短歌雑誌「美

み

知
ち

思
し

波
ば

」会員の方々や親族の伊藤まなみさんをは
じめ、多くの方が訪れていました。会員の方々の熱意から地元有
志が発起人となり、歌碑建立に至りました。

　6月2日（土）、ポリ
テクセンター山梨で、第
10回山梨県高等学校溶
接競技が開催されました。
韮崎工業高校の生徒5名
が出場し、１位山口朱音
さん、２位岩﨑結友さん、
３位望月玲奈さん、４位
佐野舜輔さん、５位青柳璃久さんと上位5位を独占し、大会
7連覇を達成しました。生徒の皆さんは矢野徳仁教諭の指導
のもと、日頃から感謝・気配りの精神で取り組み、「溶接を
通して恩返ししていきたい」と声を揃えていました。7月6
日（金）には、結果報告に来庁されました。なお、上位2名

の山口さんと岩﨑さん
は、来年度開催される
関東甲信越大会に出場
します。2人の活躍に
今後も期待していま
す。

環
境
美
化
活
動
に

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第96回 韮崎高校
同窓会記念招待サッカー
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花火大会・職場体験

　韮崎西中学校の小林翼です。私は韮崎市の偉大な科学者である大村智博士を
紹介します。大村智博士がワクチンを作るまでには、いろんな場所から土を
取って、土の中にいる微生物を研究しました。土の中から放線菌を見つけ出し
ました。1グラムの土の中には１億の微生物がいます。その中から探さなけれ
ばならないからそれが大変です。私は大村智博士のような人になってみたい
し、皆さんも周りのものに興味を持ってみませんか。

　韮崎西中学校の山本真大です。私の住む旭町には、たくさんの素晴らしい
“自然”があります。旭町の魅力は、自然を至る所で見られることだと思いま
す。自然があることは、私の住む地域で誇れることです。自然によって旭町全
体が明るくなっている気がします。夏には清々しい緑色の葉をつける木々た
ち。秋には、ほんのりと赤や黄色に色づく山々。誰がいつ見ても飽きないこの
景色を見せてくれる旭町。皆さんも一度通りかかった時には、見てみてくださ
い。きっと忘れられない幻想的な風景を見せてくれるはずです。

　7月2、3日に韮崎西中学校の職場体験が実施され、本市にも2名の生徒が広
報作成業務の体験に来ました。この記事は2人が一から考えて構成しました。ぜ
ひ、ご一読ください。来月は韮崎東中学校の生徒が作成した記事を掲載します。

◇ 西中記者が行く！! ◇

□ 大村智博士の見つけたもの □

□ 旭町の魅力 □
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イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
☎
２
２ｰ

１
１
２
１

か
が
み
も
ち
（
夫
婦
太
神
楽
） 

ニ
コ
リ
祭
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

　
伝
統
芸
能
で
あ
る
祝
福
芸
の
太

神
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
曲

芸
を
中
心
に
、
武
田
節
の
三
味
線

演
奏
・
踊
り
、
曲
芸
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料

■
出
演
者　
か
が
み
も
ち
（
丸
一

　
仙
三
・
仙
花
）

初
め
て
の
ミ
ニ
盆
栽

　
「
盆
栽
」
の
基
礎
知
識
や
お
手

入
れ
の
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
初

心
者
で
も
簡
単
に
で
き
る
ミ
ニ
盆

栽
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
陶
芸
・
工
作
室

■
参
加
費　
３
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
服
装　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

■
定
員　
16
名

※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　
秋
山
盆
栽
園

　
　
　
　
秋
山　
実
先
生

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
で
申
込
書
を
記
入
し
、
参

加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

肩
甲
骨
ヨ
ガ
教
室

　
肩
こ
り
の
軽
減
や
肩
周
り
の
脂

肪
燃
焼
、
肩
関
節
の
可
動
域
が
広

が
り
ま
す
！

■
日
時　
９
月
12
・
19
・
26
日
、

10
月
３
・
10
・
17
・
24
・
31
日

（
毎
週
水
曜
日
全
８
回
）

　
19
時
30
分
～
20
時
40
分（
70
分
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
和
室
会
議
室
１
・
２

■
参
加
費　
８
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で

も
可
）
※
動
き
や
す
い
服
装　

で
お
越
し
く
だ
さ
い

■
定
員　
13
名

※
最
少
催
行
人
数
４
名

■
講
師　
沢
田
美
千
代
先
生

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

受
付
で
申
込
書
を
記
入
し
、
参

加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

『Sea

～
海
に
恋
し
て
～
』展
示

　

海
の
な
い
山
梨
県
民
に
と
っ

大
村
記
念
図
書
館

問
合
せ
☎
２
２ｰ

４
９
４
６

8 月号

住んでるところ、年齢、学校どれも関係ない。
思わず長居してしまう落ち着いた空間も最高！

とてもおしゃれだと思った。まずスタッフ
に優しい印象を持った。来たばかりのとき
は人見知りなところがあったからスタッフ
が気さくで安心した。

特定の人としか話さないような人に
なっていたと思う。そもそも韮崎に
住んでいないから、ミアキスが無かっ
たら韮崎と関わることもなかったと
思う。友だちや知り合いの幅もあま
り広くならなかったと思う。

大学は美容系に進みたいから、その関係の
人と話をしてみたい。中学の時には高校に
進めればいいと思っていたけど、今は大学
で面白いと思うことを積極的にやりたいと
思っている。

Q. ミアキスがなかったら・・・？

Q. 最初に来たときの印象は？ 

Q. これからどんな人と交流したい？ 

ー８月のイベントー

Q. ミアキスのいいところは？

Come on Miacis

始めは人見知りで緊張して
いたけれど、5月の合宿を
きっかけにみんなと仲良く
なり、今は甲府からミアキ
スに頻繁に通っている高校
二年生。趣味は、舞台・古
着屋巡り・バスケ。

About

いつもMiacis を利用している中高生がMiacis
に対して感じていること・考えていること、
中高生から見たMiacis をお届けします！

8/1( 水 )〜8/5( 日 )14:00〜18:00（途中参加可能・退出自由）

夏休みの課題を持ってミアキスに集まろう！
課題を進めるだけでなく勉強を通じて大学生と仲良くなれるかも！

古川結芽（ゆめちん）

７月２１日（土）〜８月２６日（日）の間
９：３０ー１８：３０

夏休みの開館時間

（第 3月曜日・毎週火曜日　休館）

Q. ミアキスがあって変わったことは？

Miacis 夏期交習

ミアキスがあったお陰で、自分自身
の考え方が変わった。社会人とのふ
れあいで世界が広がった。今は高校
二年で来年受験になるけど、進路に
とても有益なものを手に入れている
気がする。

特集：ミアキス利用者へインタビュー！
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て
、
海
は
憧
れ
の
場
所
で
す
。

「
海
」
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
本
を

展
示
し
ま
す
の
で
夏
の
風
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。
お
楽
し
み
に
♪

■
展
示
期
間　
８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
～
８
月
30
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
８
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
８
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
柿
」　 　
　
　
　
壺
井　
　
栄
作

　
　
　
　
朗
読　
小
山
喜
美
子
氏

「
平
和
の
詩『
生
き
る
』」

　
　
　
　
　
　
　
相
良　
倫
子
作

　
　
　
　
朗
読　
小
澤　
篤
子
氏

「
戦
争
中
」    

美
濃
部
美
津
子
作

　
　
　
　
朗
読　
清
水　
　
一
氏

ニ
コ
リ
祭
７
周
年
イ
ベ
ン
ト

①
魅
惑
の
貝
が
ら
ア
ー
ト　

　
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う
！

　
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
や
、
貝
が
ら

の
魅
力
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
日
時　
９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
校
低
学
年
は
親
子
同
伴

※
老
眼
鏡
を
お
使
い
の
方
は
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　
３
，
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）

　
当
日
徴
収

■
定
員　
20
名

■
申
込　
８
月
７
日
（
火
）
よ
り
、

　
図
書
館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は

　
電
話
に
て
受
付

■
講
師　
飯
室
は
つ
え
さ
ん

■
特
典　
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
後
、

　
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
を
お
楽
し
み

　
く
だ
さ
い
。

②
忍
者
フ
ジ
ヤ
マ
た
だ
い
ま
参
上
！

　
忍
者
体
験
に
大
道
芸
に
楽
し
い

こ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
！
い
ざ
、
忍

者
に
な
る
で
ご
ざ
る
！

■
日
時　
９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
11
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象

　
小
学
生
以
上

※
小
学
校
低
学
年
は
親
子
同
伴

■
参
加
費　
無
料　

■
定
員　
40
名

■
申
込　
８
月
７
日
（
火
）
よ
り
、

図
書
館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は

電
話
に
て
受
付

③
閉
架
書
庫
開
放

　
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

書
庫
を
解
放
し
ま
す
。
昔
読
ん
だ

懐
か
し
い
本
に
出
会
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■
日
時　
９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

■
場
所　
閉
架
書
庫
１

う
じ
ゅ
う
の
森
ホ
リ
デ
ー
☆

夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
こ
と
ん
！
い
き
も
の
観
察
隊

　
い
き
も
の
観
察
を
メ
イ
ン
と
し

た
夏
の
川
遊
び
を
、
外
あ
そ
び
の

プ
ロ
と
一
緒
に
親
子
で
思
い
っ
き

り
楽
し
も
う
♪

■
日
時　
８
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

※
荒
天
時
は
９
日
（
木
）
に
延
期

■
場
所　
北
杜
市
内
の
河
原

　
（
参
加
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
）

■
対
象　
小
学
生
親
子
10
組

　
　
　
　
（
要
予
約
）

■
参
加
費　
大
人
（
中
学
生
以

上
）
１
，０
０
０
円
、
小
学
生

５
０
０
円（
保
険
料
込
・
ス
イ

カ
割
り
付
）

■
講
師　
増
田　
直
広
さ
ん

　
（
公
益
財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会

　
所
属
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
）

■
持
ち
物　
水
着
、
濡
れ
て
も
構

わ
な
い
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
川

遊
び
に
適
し
た
靴
（
か
か
と
の

あ
る
も
の
）、
雨
具
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
水
筒
、
弁
当
、
魚
と

り
網
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
敷

物
、
健
康
保
険
証
な
ど

ニ
コ
リ
祭
７
周
年
イ
ベ
ン
ト 

に
ら
☆
ち
び
キ
ャ
ラ
バ
ン

■
日
時　
９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象　
ど
な
た
で
も

　
（
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
）

■
内
容

①
親
子
あ
そ
び

　
お
う
ち
の
人
と
か
ら
だ
を
つ
か

っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

②
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト　

　
大
き
な
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

③
か
ん
た
ん
工
作

　
つ
く
っ
て
す
ぐ
に
遊
べ
る
工
作

で
す
。

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

電
話（「
広
報
を
見
た
」と
お
伝

え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
毎
月
第
２
木
曜
日
、
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
方

や
お
友
達
を
作
り
た
い
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
８
月
９
日
（
木
）　
　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時　

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
☎
２
３ｰ

７
６
７
６

中
央
公
民
館

問
合
せ
☎
２
０ｰ

１
１
１
５

●国民健康保険より
7月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）
は、140,801,447円（前年同月比2.19%減）で、１人あた
りの保険者負担額は、20,224円（前年同月比1.05%増）
でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力く
ださい。

●市の人口　7月１日現在 　　    　　　 　 （前月比）
　 男　１４，９０７人（うち外国人２４６人）   　１人減
　 女	　１４，９９４人（うち外国人２９７人）   　２人減
　 計　２９，９０１人（うち外国人５４３人）   　３人減
　 世帯数　１２，７２７世帯    　　　     　 　　５世帯増
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広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
！

　
　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
手
術
や
治
療
で
輸
血
を
必
要
と

す
る
方
が
増
加
す
る
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
献
血
者
数
が
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
８
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
45
分
～
15
時
30
分

■
会
場　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
５
８
９
１

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
週
間

　
法
務
省
で
は
、
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
８
月
29
日
（
水
）
～

　
　
　
　
９
月
４
日
（
火
）

■
時
間　
８
時
30
分
～
19
時

　
　
　
　
（
土
日
は
10
時
～
17
時
）

■
相
談
担
当
者

・
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

・
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
対
応
で

　
き
る
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局

　
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

55
歳
以
上
の
就
職
を

　
　
　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す

　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
を
身
に

付
け
ま
せ
ん
か
？

■
講
習
期
間　
８
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　
～
９
月
14
日
（
金
）

■
対
象　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

　
以
上
の
山
梨
県
在
住
者

■
定
員　
10
名

■
内
容　
施
工
管
理
ス
タ
ッ
フ
講
習

※
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
が
必
要

■
申
込
締
切　
８
月
23
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
日
建
学
院
山
梨
校

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
係

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
５
１
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

①
調
理
補
助
講
習
会
（
無
料
）

　
食
品
衛
生
責
任
者
資
格
取
得

■
日
時　
９
月
４
、11
、12
、13
日

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
会
場　
ぴ
ゅ
あ
総
合(

甲
府
市
）

■
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
）

■
締
切
日　
８
月
６
日
（
月
）

②
農
園
管
理
講
習
会
（
無
料
）

　
小
型
車
両
系
建
設
機
械
・
刈
払

機
取
扱
作
業
者
の
資
格
取
得

■
日
時　
９
月
７
、
８
、
９
日

　
　
　
　
９
時
～
17
時

■
会
場　
日
立
建
機
教
育
セ
ン
タ 

　
　
　
　
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

■
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
）

■
締
切
日　
８
月
９
日
（
木
）

③
造
園
管
理
講
習
会
（
無
料
）

　
植
木
の
剪
定
技
術
、
道
具
の
使

い
方
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　
９
月
25
、26
、27
、28
日

　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時

■
会
場　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
笛
吹
市
）

■
定
員　
15
名
（
書
類
選
考
）

■
締
切
日　
８
月
20
日
（
月
）

※
い
ず
れ
も
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希

望
す
る
60
歳
以
上
の
方
が
対
象

（
セ
ン
タ
ー
に
事
前
登
録
が
必
要
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

　
相　
談

山
梨
県
弁
護
士
会

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
９
月
は
市
主
催
の
法
律
相
談
に

加
え
、
弁
護
士
会
主
催
の
法
律
相

談
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
９
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

■
定
員　
６
名
（
要
予
約
）

■
相
談
時
間　
１
人
30
分
以
内

■
予
約　
８
月
21
日
（
火
）

　
８
時
30
分
か
ら
※
電
話
予
約
可

　
※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
６
）

無
料
表
示
登
記
相
談（
予
約
不
要
）

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
、
土
地
の

境
界
・
分
筆
や
建
物
の
登
記
な
ど

不
動
産
に
関
す
る
ご
相
談
に
お
応

え
し
ま
す
。
相
談
希
望
者
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時 　
８
月
４
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ニ
コ
リ
会
議
室
７

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
１
３
１
１

法
の
日
相
談
会

■
日
時　
９
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
き
ら
ら
シ
テ
ィ
ー
長
坂

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
相
続
・
不
動
産
登
記
・

会
社
登
記
・
成
年
後
見
・
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談

※
予
約
不
要

■
相
談
員　
山
梨
県
司
法
書
士
会 

　
　
　
　
　
峡
北
支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

　
募　
集

「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
'18
」

　
　
　
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

　
市
内
在
住
の
園
児
・
小
中
学
生

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
作

品
は
11
月
開
催
の
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
タ
で
展
示
し
ま
す
。

■
募
集
部
門　

美
術（
図
画
・
絵

　
画
）、
書
道（
毛
筆・硬
筆
）

※
硬
筆
は
小
学
校
１
・
２
年
の
み

■
応
募
方
法　
各
園
・
学
校
経
由

※
市
外
へ
通
園
・
通
学
の
方
は
直

接
事
務
局
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　
８
月
28
日
（
火
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内
）

（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）
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果
樹
王
国
や
ま
な
し
就
農
支
援

事
業
の
対
象
者
募
集

　
県
で
は
、市
や
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
、

親
族
の
農
業
経
営
に
就
農
し
た
農

家
子
弟
の
方
が
、
新
た
に
農
業
用

機
械
を
リ
ー
ス
方
式
で
導
入
す
る

際
に
、リ
ー
ス
料
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
率
は
、
リ
ー
ス
手
数
料
や

消
費
税
等
を
除
い
た
農
業
用
機
械

価
格
の
３
分
の
１
以
内
で
す
。

　

対
象
と
な
る
条
件
は
、「
三
親

等
以
内
の
親
族
の
農
業
経
営
に
就

農
し
た
農
家
子
弟
で
あ
る
こ
と
」、

「
補
助
金
交
付
申
請
ま
で
に
認
定

新
規
就
農
者
ま
た
は
認
定
農
業
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と
」、「
農
地

中
間
管
理
機
構
か
ら
所
定
の
面
積

の
農
地
を
借
り
、
今
後
も
規
模
拡

★
毎
年
８
月
30
日
～
９
月
５
日
は
防
災
週
間
。
地
域
の
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

大
し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
る

こ
と
」
な
ど
で
す
。

　
対
象
と
な
る
機
械
は
、
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
、
農
業
専
用
の
機
械
で
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
業
内
容
の
詳
細
と
申
請
に
つ

い
て
は
、
要
件
な
ど
の
確
認
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
中
北
農
務

事
務
所
農
業
農
村
支
援
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
梨
県
中
北
農
務
事
務
所
農

業
農
村
支
援
課
担
い
手
育
成
第

一
担
当　
　
☎
２
３
‐
３
２
９
２

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
約
３
０
０
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　
第
１
回
８
月
31
日（
金
）ま
で

　
第
２
回
９
月
20
日（
木
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
病
害
虫
か
ら
植
物
を
守
る
方
法

を
学
ぶ

■
日
時　
８
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
30
名

■
参
加
費　
１
０
０
円

②
天
然
木
の
置
物
作
り
教
室

■
日
時　
８
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
５
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

③
森
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
時　
８
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
出
演
者　
く
じ
ら

■
定
員　
45
名

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７
‐
４
３
６
２

桃
狩
り
と
穴
山
歴
史
フ
ッ
ト
パ
ス

　
桃
狩
り
と
、
穴
山
町
の
歴
史
散

策
の
フ
ッ
ト
パ
ス
を
行
な
い
ま

す
。
夏
の
味
覚
を
楽
し
み
つ
つ
、

史
跡
散
策
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
８
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら

■
場
所　
穴
山
町
さ
く
ら
公
園

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
１
，５
０
０
円（
昼
食
付
）

■
持
ち
物

　
散
策
で
き
る
服
装
、
飲
み
物

■
申
込
期
限

　
８
月
２
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
公
民
館
（
館
長
伊
藤
）

☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐
１
２
４
０

第
26
回
12
時
間
サ
ッ
カ
ー
開
催
！

　
韮
崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、

『
感
謝
と
交
流
』
を
テ
ー
マ
に
、

「
12
時
間
サ
ッ
カ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
高
校
サ
ッ
カ
ー
を

彩
っ
た
Ｏ
Ｂ
同
士
の
対
戦
で
、
往

年
の
名
（
迷
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
登

場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
サ
ッ
カ
ー
経
験
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
電
話
ま
た
は
韮

崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　
８
月
25
日
（
土
）

■
会
場　
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
穂
坂

■
内
容　
親
子
に
よ
る
対
戦
、
大

人
と
学
生
・
職
場
同
士
の
交
流

戦
、
飛
び
入
り
参
加
試
合
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

☎
０
８
０
‐
８
８
６
２
‐
４
８
６
７

平成30年度「社会を明るくする運動」
入　　選　　標　　語

峡北保護区保護司会

《
優 

秀 

賞
》
甲
府
保
護
観
察
所
所
長
賞
　

　

あ
り
が
と
う　

た
っ
た
五
文
字
の　
「
愛
」
言
葉　

甲
陵
高
　
　
　
堀
内
　
健
匠
さ
ん

《
優 

秀 

賞
》
山
梨
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

　

ス
マ
ホ
よ
り　

相
手
の
顔
見
て　

挨
拶
を　
　
　
　

韮
崎
工
業
高
　
長
友
　
花
華
さ
ん

《
優 

秀 

選
》
峡
北
保
護
区
保
護
司
会
会
長
賞

　

差
し
出
す
手　

心
と
心
を　

つ
な
ぐ
橋　
　
　
　
　

韮
崎
西
中
　
　
小
林
　
千
紘
さ
ん

《
入 

　 

選
》
峡
北
保
護
区
保
護
司
会
会
長
賞

　
「
や
め
よ
う
よ
」　

言
え
る
勇
気
が　

真
の
友　
　
　
甲
陵
中
　
　
　
上
野
　
　
桜
さ
ん

　

良
い
と
こ
ろ　

見
つ
け
て
ほ
め
て　

認
め
あ
う　
　

韮
崎
東
中
　
　
守
屋
　
凱
都
さ
ん

※
本
市
在
住
者
お
よ
び
市
内
の
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る
方
の
み
を
掲
載




